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文
理
科
２
年
生

現
代
文
B
（
２
単
位
）

単
元
目
標

評
論
を
読
み
，
表
現
の
特
徴
に
注
意
し
て
筆
者
の
主
張
を
的
確
に
捉
え
る
。

評
論
１
「
世
界
を
つ
く
り
替
え
る
た
め
に
」

小
林
康
夫

（
標
準
学
習
時
間

４
時
間
）

目
標

学
ぶ
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
，
筆
者
の
主
張
を
読
み
取
り
，
自
分
に
引
き
寄
せ
て
考
え
る
。

【
第
一
時
間
目
】

目
標

本
文
の
概
略
を
把
握
し
，
第
一
段
を
理
解
す
る
。

１

目
標
を
確
認
し
た
上
で
，
音
読
を
し
て
概
要
を
つ
か
も
う
。

①
四
つ
の
意
味
段
落
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
筆
者
の
考
え
を
押
さ
え
な
が
ら
，
本
文
を
通
読
す
る
。

②
読
め
な
い
漢
字
，
意
味
の
わ
か
ら
な
い
語
句
，
疑
問
に
思
っ
た
と
こ
ろ
，
重
要
だ
と
思
う
と
こ
ろ
に
線

を
引
き
な
が
ら
読
む
。

２

読
め
な
か
っ
た
語
句
，
意
味
の
わ
か
ら
な
い
語
句
等
に
つ
い
て
調
べ
る
。

①
読
め
な
い
漢
字
は
辞
書
等
で
調
べ
て
教
科
書
に
書
き
こ
む
。

②
意
味
の
わ
か
ら
な
い
語
句
・
重
要
語
句
も
辞
書
で
調
べ
て
ノ
ー
ト
に
書
く
。

例

ｐ
８
・
５
行
目

「
路
傍
」

ｐ
１
１
・
１
２
行
目

「
正
視
」

ｐ
１
２
・
９
行
目

「
コ
ン
テ
ク
ス
ト
」

ｐ
１
３
・
１
４
行
目

「
無
味
乾
燥
」

３

第
一
段
を
熟
読
し
以
下
の
板
書
事
項
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。
空
欄
は
各
自
埋
め
る
こ
と
。

自
由
に
空
を
飛
ぶ
（
①

）⇔

自
由
に
生
き
ら
れ
な
い
（
②

）

↓

自
分
と
世
界
の
（
③

）
の
感
覚

強
い
（
④

）
感

↓

学
ぶ
こ
と
の
（
⑤

）

未
来
の
（
「
⑥

」
）
を
生
み
出
す
起
点

４

比
喩
の
表
す
意
味
を
読
み
取
り
ノ
ー
ト
に
書
く
。
（
新
国
語
便
覧
参
照
）

ｐ
８
・
１
１
行
目
「
鳥
が
空
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
に
」

「
比
喩
」（
⑦

）
喩

・
「
鳥
が
周
囲
の
世
界
に
溶
け
込
み
，
違
和
感
な
く
（
⑧

）
と
調
和
し
て
生
き
て
い
る
」
こ
と

を
表
し
て
い
る
。

５

指
示
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
ノ
ー
ト
に
書
く
。

ｐ
９
・
５
行
目
「
こ
う
し
た
感
覚
」「
こ
の
感
覚
」

感
覚

６

第
一
段
落
の
要
旨
を
ノ
ー
ト
に
書
く
。

７

解
答
解
説
プ
リ
ン
ト
で
第
一
段
の
確
認
を
し
て
，
理
解
を
深
め
る
。
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解
答
解
説
プ
リ
ン
ト

３

板
書
事
項

自
由
に
空
を
飛
ぶ
（
①

鳥

）⇔

自
由
に
生
き
ら
れ
な
い
（
②

人
間

）

↓

自
分
と
世
界
の
（
③

ズ
レ

）
の
感
覚

強
い
（
④

孤
独

）
感

↓

学
ぶ
こ
と
の
（
⑤

根
拠

）

未
来
の
（
「
⑥

種

」
）
を
生
み
出
す
起
点

４

比
喩
表
現

ｐ
８
・
１
１
行
目
「
鳥
が
空
を
飛
ん
で
い
る
よ
う
に
」

「
比
喩
」（
⑦

直

）
喩

・
「
鳥
が
周
囲
の
世
界
に
溶
け
込
み
，
違
和
感
な
く
（
⑧

自
然

）
と
調
和
し
て
生
き
て
い
る
」

５

指
示
語

ｐ
９
・
５
行
目
「
こ
う
し
た
感
覚
」「
こ
の
感
覚
」

例
・
自
分
と
世
界
と
の
宿
命
的
な
ズ
レ
に
よ
る
「
自
分
一
人
で
こ
こ
に
生
き
て
い
る
。
」
と
い
う
感
覚
。

６

要
旨

例
・
自
分
と
世
界
と
の
間
に
宿
命
的
な
ズ
レ
を
感
じ
る
こ
と
は
，
学
ぶ
こ
と
の
根
拠
に
触
れ
て
い
る
あ
か

し
で
あ
り
，
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
未
来
の
種
を
生
み
出
す
起
点
と
な
る
。

［
解
説
］（
比
喩
に
は
い
ろ
い
ろ
な
技
法
が
あ
る
。
詳
し
く
は
新
国
語
便
覧
で
確
認
し
て
お
こ
う
）

①
直
喩
（
明
喩
）

「
ま
る
で
～
の
よ
う
に
（
な
）
」
「
例
え
ば
～
の
ご
と
く
」
と
い
っ
た
語
句
を
用
い
て
た
と
え
る
方
法

例

ま
る
で
り
ん
ご
の
よ
う
な
頬
だ

②
隠
喩
（
暗
喩
）

「
ま
る
で
～
の
よ
う
に
（
な
）
」
な
ど
の
語
句
を
用
い
ず
た
と
え
る
も
の
を
暗
示
的
に
示
す
表
現
技
法

例

あ
な
た
の
笑
顔
は
太
陽
だ

③
擬
人
法

人
間
以
外
の
も
の
を
人
間
に
た
と
え
る
表
現
技
法

例

列
車
は
あ
え
ぎ
な
が
ら
坂
を
上
っ
た

④
声
喩

物
の
音
や
こ
と
が
ら
の
様
子
を
音
声
で
表
す
表
現
技
法

ア

擬
声
語
（
擬
音
語
）

例

雷
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
っ
た

イ

擬
態
語

例

背
筋
を
ス
ッ
と
伸
ば
し
て
い
る

⑤
諷
喩
（
寓
喩
）

本
当
に
言
い
た
い
事
柄
を
表
面
に
出
さ
ず
，
ほ
か
の
事
柄
に
か
こ
つ
け
て
表
現
す
る
技
法

例

朱
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
（
人
は
交
際
す
る
友
人
に
感
化
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
比
喩
）


